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●背景と目的 

 地域において自殺未遂をしてしまった人の多くは、救急病院に搬送されます。しかし、病院に精神科 

が無いなどの理由で、未遂者自身の精神的な問題が精神医療につながりにくく、再企図の要因になって 

います。また、救急病院でも精神的な問題を合併する救急患者への対応には苦慮することもあると思わ 

れます。 

 もし、救急病院に搬送された自殺未遂者が適切に対応され、早期に精神医療につながることができれ 

ば、再企図の防止につながるものと予測されます。 

 愛知県では、自殺未遂者支援を地域で支援する体制づくりを進めています。本研修では、その体制づ 

くりについて理解を深めるとともに、その重要かつ入口の部分である救急病院での自殺未遂者の対応、 

特に精神医療関係者がいない場面での短期的な対応法について、「日本臨床救急医学会 自殺企図者のケ 

アに関する検討委員会」が全国的に研修活動をされている｢救急医療における精神症状評価と初期診療 

(PEEC)コース」(別紙)を実施することといたしました。具体的な想定される精神症状を持つ救急患者の 

例を通じ、グループワークで対応法を学び考えるものです。 

 本研修の受講を通じ、救急医療における自殺未遂者の対応について知見・技術を得ることで、自殺未 

遂者に関心を持ち、支える地域づくりへの意識を高めてもらいたいと願っております。 

 

●研修会の概要 

 日 時 平成 26 年11 月8 日(土) 午後 2 時～6時 30 分 

 会 場 ウインクあいち 903 

     名古屋市中村区名駅４−４−３８ http://www.winc-aichi.jp/access/ 

 対 象 2、3 次救急医療機関の外来・病棟に勤務する若手医師・看護師 等 

 定 員 30 名 

 次 第 午後 2:00－2:30 第一部 「自殺未遂者を地域で支援する体制づくりについて」 

国立精神・神経医療研究センター  

 午後 2:30－6:30 第二部 「救急医療における精神症状評価と初期診療(PEEC)コース」 

                          日本臨床救急医学会 自殺企図者のケアに関する検討委員会 

                    （昭和大学医学部 救命救急医学講座 教授 三宅康史氏 他） 

その他 受講料は無料ですが、事前に「救急医療における精神症状評価と初期診療PEEC ガイドブック」 

を購入されることをお勧めします。 

    平成 27 年 2月頃に同研修2 回目を開催する予定です。 

 

 

別紙 

 

 

 

 
 

  
 

資料４－３ 


